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タンクエリアにおける雨水対策について
平成25年10月３０日
東 京 電 力 株 式 会 社

ノッチタンク群
(4,000ｍ３)

※ ⅰ～ⅶは、各地下貯水槽の位置。

G3(東)

溢水し、かつ基準値を超えたエリア（６箇所）

溢水したが基準値未満だったためドレン弁開
運用したエリア（５箇所）

溢水していないが基準値未満だったため
ドレン弁にて放出したエリア（３箇所）
※Ｃ（東）はドレン弁がないので、ポンプによる排水を実施

溢水していないが、基準値を超えたエリア
（５箇所）

溢水しておらず、基準を値未満だったエリア
（４箇所）

１

（１）１０月２０日に発生したタンクエリア堰内水の溢水状況

G6(南)G6(北)

エリア名 採取地点 セシウム１３４ セシウム１３７ ストロンチウム９０

堰内１回目 ＮＤ（８．０） ＮＤ（１２） ２１

堰内２回目 ＮＤ（７．１） ＮＤ（９．９） １１

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水 ＮＤ（８．５） １２ １０

堰内 ＮＤ（７．８） ＮＤ（１０） ３２

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水 ＮＤ（７．２） ＮＤ（１０） ２７

堰内 ＮＤ（１２） ＮＤ（１７） ７１０

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水 ＮＤ（９．０） ＮＤ（１２） ７１０

堰内 ＮＤ（８．４） ＮＤ（１２） １６０

上層水 ＮＤ（８．２） ＮＤ（１２） １９０

堰内 ＮＤ（１２） ＮＤ（１７） ２６

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水 ＮＤ（７．４） ＮＤ（１０） １３

堰内 ＮＤ（７．３） ＮＤ（９．９） ３００

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ水 ＮＤ（８．３） ＮＤ（１２） ２４０

Ｂ（南） 堰内 ３５ ６８ ２７

堰内 ＮＤ（７．４） ＮＤ（１０） ２４

上層水 ＮＤ（７．３） ＮＤ（１０） ２８

Ｈ４（北） 堰内 １８ ４４ １２，０００

Ｈ５ 堰内 ＮＤ（１２） ＮＤ（１７） １２０

Ｈ６ 堰内 ＮＤ（８．８） ＮＤ（１２） ４４

１５未満 ２５未満 １０未満

※採取日：平成２５年１０月２０日

排出暫定基準値

溢水したエリア
（６箇所）

基
準
値
を
超
え
た
エ
リ
ア

溢水していない
エリア
（５箇所）

Ｈ１（東）

（単位：ベクレル／リットル）

Ｈ３

Ｈ４（東）

Ｈ４

Ｇ６（南）

Ｈ２（南）

Ｈ２（北）

資料①



保管容量の確保
○堰内の水位をあらかじめ低下 ：４，０００ｍ３ノッチタンク群・地下貯水槽へ移送

○４，０００ｍ３ノッチタンク容量の確保 ：ノッチタンク群の貯留水を２・３号タービン建屋に移送

○雨水受けタンクの新設 ：Ｈ２エリア・Ｇエリアに雨水受けタンクを設置（５００ｍ３級を２基）

移送設備の増強
○堰内放射能濃度の高いエリアの移送設備を増強
・ポンプ６０ｍ３／ｈ×１９台・ホース口径７５ｍｍ（総延長６ｋｍ）を新設 ・消防車６台を配備
・パワープロベスター（強力吸引車）３台を追加配備（計６台）、タンクローリー３台を配備

溢水させない

ための強化策

台風２７号の到来に備え、放射能濃度の高いエリアから雨水が溢水しないようにするための対策を強化しました。
※過去の降雨時に放射線濃度が低かったエリアについては、堰内から直接雨水を採取・分析の上、基準値未満であれば直接排水する【暫定運用：１０月２４日原子力規制委員会了承】

堰内放射能濃度が高いエリア※の移送力強化策 ※１０月２０日降雨時の測定に基づく

H1東

地下貯水槽（Ｎｏ，４．５．７：合計１０，０００ｍ３）

H2北 H3 H4

２号機タービン建屋

H5 H6 H4北

６０ｍ３／ｈ
（新設）

消防車 パワープロベスター
（強力吸引車）

３０ｍ３／ｈ
（既設）

１２or２４ｍ３／ｈ
（既設）

中継ノッチタンク
（既設）

３号機タービン建屋

２

基準値を超え、かつ溢水したエリア

基準値を超えたが、溢水しなかった
エリア

４０００ｍ３ノッチタンク群

（２）台風２７号到来（１０月２６・２７日）に向けた強化策

５００ｍ３

タンク

H2南

②

①

③ ①

④ ⑤

（予備対応）H4東 B南

※Ｇ６エリアには消防車を１台配備



3

（３）台風２７号到来時の状況

（４）今後の対策（抜粋）

③タンク周辺の対策強化
【Ｈ２６年３月工事完了予定】

②排水溝の暗きょ化
【年内工事完了予定】

対応状況結果概要

○溢水したエリア：なし ○基準値未満だったため、堰外へ排水した２エリア：Ｇ４南、Ｇ６北

○地下貯水槽／ノッチタンク群に移送した１０エリア（前回基準値を超えたエリア）：Ｂ南、Ｈ１東、Ｈ２北、Ｈ２南、Ｈ３、Ｈ４北、Ｈ４、Ｈ４東、Ｈ５、Ｈ６

【タンク周辺の対策】 ①堰のかさ上げ
【Ｈ２６年３月工事完了】

【タンク上部への雨どい設置】

雨樋設置エリア

新設予定エリア

H4東

B南

雨樋例

サニーホース

防炎シート

（仮設樋）

点検歩廊

仮設雨樋

タンク 雨樋H4北

N

雨樋

H3

H2南

※タンク形状に併せ
合理的な対策を設計中

雨樋設置エリア

新設予定エリア

雨樋設置エリア

新設予定エリア

H4東

B南

雨樋例

サニーホース

防炎シート

（仮設樋）

点検歩廊

仮設雨樋

タンク 雨樋H4北

NN

雨樋雨樋

H3

H2南

※タンク形状に併せ
合理的な対策を設計中

雨どい設置により約６０％の雨水流入を抑制
Ｈ４北・東の一部に仮雨どい設置（１０月末完了）
Ｈ４北・東、Ｈ３、Ｈ２南、Ｂ南エリア（Ｈ２５年１２月末完了予定）
その他エリアは順次実施（Ｈ２５年度末完了予定）

【水位監視装置の設置】
○遠隔での常時監視が可能な水位計を設置し、漏えい監視強化を図る。

本年１０月９日現在で、Ｈ・Ｇエリア（１～４号機側）、Ｆエリア（５，６号機側）にある合計３３７基

のボルト締め型タンクのうち、水位計の設置されていない２８２基のタンクに順次設置する。

（Ｈ２５年１１月末完了予定）

今後設置するタンクについては、すべて水位計を設置する予定。

【排水路の流路変更】

排水路の港湾内へのバイパスを検討中。
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Ｈ４エリア（北）

Ｈ３エリア

Ｂ排水路

Ｃ排水路

Ｎｏ，１ Ｎｏ，４

Ｎｏ，５
Ｎｏ，７

Ｎｏ，１０
Ｎｏ，１２

Ｅ－２

Ｅ－１

Ｂエリア（南）

海側遮水壁

凍土壁

Ｎ

護岸対策（水ガラス等）

１～４号機

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査

地下水バイパス揚水井

調査孔（既設）

＜凡例＞
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Ｈ４エリア（北）

Ｈ３エリア

Ｂ排水路

Ｃ排水路

Ｎｏ，１ Ｎｏ，４

Ｎｏ，５
Ｎｏ，７

Ｎｏ，１０
Ｎｏ，１２

Ｅ－２

Ｅ－１

Ｂエリア（南）

海側遮水壁

凍土壁

ＮＮ

護岸対策（水ガラス等）

１～４号機

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査

地下水バイパス揚水井

調査孔（既設）

＜凡例＞

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

排水路サンプリング

深部地下水状況調査

地下水バイパス揚水井

調査孔（既設）

＜凡例＞

＜凡例＞

深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

＜凡例＞

深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

＜凡例＞

深部地下水調査

地下水バイパス揚水井

Ｈ４エリアＮｏ，５タンク
（汚染水が漏えいしたタンク）

Ｈ４タンクエリアにあるボルト締め型タンク（Ｎ０．５タンク）から高濃度の汚染水が３００トン漏えいしていることを確認しました（８月１９
日）。そのため、汚染水の拡散状況を広域的に把握するためモニタリングの強化を進めています。モニタリングの結果は当社ホームページ等で
速やかにお知らせしてまいります。

４

（２）地下水バイパス揚水井の値

※単位：ベクレル／リットル

（３）南放水口・排水路

（３）南放水口・排水路の値（抜粋）

南放水口付近海水
セシウム１３７： ３．９ (10/28)
全ベータ ：検出限界値(17)未満(10/28)

Ｃ排水路３５ｍ盤出口
セシウム１３７：検出限界値(27)未満(10/28)
全ベータ ：１，４００(10/28)

Ｂ－Ｃ排水路合流地点
セシウム１３７：検出限界値(26)未満(10/28)
全ベータ ：１，３００(10/28)

Ｂ・Ｃ排水路の８箇所の地点にてモニタリングを実施
しています。排水路の常時監視についても 準備を進
めております。（１１月末にモニタ設置予定）

※単位：ベクレル／リットル （ ）内日付は採取日

（１）Ｈ４タンクエリア
周辺

Ｅ－１地点（漏えい箇所の北側）で高濃度のトリチウムが検出されています。

Ｈ４タンクエリア周辺拡大図

＜Ｅ－２地点＞
全ベータ ：検出限界値(20)未満(10/27)
トリチウム： ３４０(10/27)

※単位：ベクレル／リットル

（ ）内日付は採取日

モニタ設置予
定箇所

（２）地下水バイパス

揚水井

（１）Ｈ４タンクエリア周辺地下水の値

＜Ｅ－３地点＞
全ベータ ： ２２(10/27)
トリチウム： ２９０(10/27)

タンクからの汚染水漏えい等の状況

【Ｂエリア（南）】
・台風１８号近接に伴う降雨により、堰内にたまった水が溢水(9/15)
・Ａ５タンクの天板と側板の間から漏えいが発生。堰外に約４３０リットル（暫定）の水が流出

(10/2)と推定。Ｃ排水路に流れ、海へ流出している可能性が否定できない。

Ｂ排水路内採取地点（Ｂ２）
セシウム１３７：検出限界値(26)未満(10/28)
全ベータ ：３１，０００(10/28)

【参考】タンクエリア堰内たまり水の暫定排水基準
（１０月１５日公表）
以下の（１）～（５）を満たすこと
（１）セシウム１３４ ：１５ベクレル／リットル未満
（２）セシウム１３７ ：２５ベクレル／リットル未満
（３）その他γ核種が検出されていないこと（天然核種を除く）
（４）ストロンチウム９０ ：１０ベクレル／リットル未満（簡易計測）
（５）タンク内の水質等を参考に、ほかの核種も含めて濃度基準を
満たすこと

※なお、タンク内のトリチウム濃度は全ベータ濃度よりも２桁程度
低い値です。

Ｂ排水路における土のうによるせき止めと水の回収

Ｂ３地点

【参考】タンクエリア周辺の調査状況

＜Ｅ－１地点＞
全ベータ ：２１０，０００(10/27)
トリチウム：１９０，０００(10/27)

＜Ｅ－６地点＞
全ベータ ： ３１(10/23)
トリチウム： ２６０(10/23)

＜Ｅ－７地点＞
全ベータ ：検出限界値(17)未満(10/23)
トリチウム： ７１０(10/23)

＜Ｅ－４地点＞
全ベータ ： ２１(10/27)
トリチウム： ４９０(10/27)

＜Ｅ－５地点＞
全ベータ ：検出限界値(20)未満(10/27)
トリチウム： １，７００(10/27)

＜Ｅ－８地点＞
全ベータ ：検出限界値(19)未満(10/23)
トリチウム： １，３００(10/23)

揚水井 採取日 全ベータ トリチウム
※法令告示濃度：６０，０００ベクレル／リットル

No.１ 検出限界値（１５）未満 １４

No.２ 検出限界値（１５）未満 １３

No.３ 検出限界値（１５）未満 検出限界値（５．４）未満

No.４ 検出限界値（１５）未満 ４７

No.5 検出限界値（１５）未満 ２１

No.6 検出限界値（１５）未満 １４０

No.7 検出限界値（１５）未満 ３９０

No.8 検出限界値（１５）未満 ５０

No.9 検出限界値（１５）未満 ６２

No.10 検出限界値（１５）未満 ２６０

No.11 検出限界値（１５）未満 ２８０

No.12 検出限界値（１５）未満 ６８０

10月15日

10月15日

10月15日

Ａ
系
統

Ｂ
系
統

Ｃ
系
統


